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太

一
●

い
と
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た

い
い
ち

富
士
山
の
入
山
料
徴
収
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

レ
ツ
ド
ウ
ツ
ド
国
立
州
立
公
園
で
は
入
園
料
を
徴
収

し
な
い
。
南
北
に
縦
断
す
る
国
道
一〇
一号
線
に
沿

っ
て
私
有
地
が
散
在
し
て
い
る
上
、
公
園
地
の
多
く

は
寄
付
金
で
買
収
し
た
結
果
で
あ
る
た
め
だ
。
グ
レ

イ
ト

・
ス
モ
ー
キ
ー
・
マ
ウ
ン
テ
ン
ズ
国
立
公
園
も

世
界
遺
産
だ
が
、
同
様
な
経
緯
に
よ
っ
て
入
園
料
不

徴
収
で
あ
る
。
な
お
、
日
立
公
園
シ
ス
テ
ム
を
構
成

す
る
四
二
七
カ
所
の
う
ち
入
園
料
を
徴
収
す
る
の
は

一〇
九
カ
所
で
あ
る
。

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

・
セ
コ
イ
ア
に
比
較
し

て
、
海
沿
い
に
自
生
し
材
質
の
優
れ
た
レ

ッ
ド
ウ
ッ
ド
樹
林
は
一
九
世
紀
後
半
か
ら

私
有
化
さ
れ
伐
採
が
進
ん
で
い
た
．　
一

九
０
二
年
に
ビ
ツ
グ

・
ベ
イ
ス
ン
・
レ
ツ

ド

ウ

ッ
ズ

州

立

公

園

０
一̈

Ｊ
■
一コ

刀
ａ
‘
ｃ
ａ
′
∽
一”
（↑
τ
”
昇
）、
一九
０
七
年

に
は
ミ

ュ
ア
・
ウ

ッ
ズ
国
家

記
念
物

（〓
年
〓
〓
８
（ア
７
〓
２
〓

〓
Ｃ
〓
Ｅ
Ｃ
一こ

が
設
立
さ
れ
た
が
、
私
有
地
の
買
収
は

困
難
で
あ

っ
た
こ
そ
こ
で

一
九
　
七
年

に
現
地
を
視
察
し
た
初
代
国
立
公
日
局

長

マ
ザ
ー
は
、
翌

一
九
　
八
年
に

「
レ

ッ
ド
ウ

ッ
ズ
救
済
連
明
ｍ
（ｒ
く
■
序
‐

】窪
（〓
８
（ア

甲
お
Ｆ
）
」
を

結

成

し
、

募
金
を
募
り
土
地
を
買
い
Ｌ
げ
て
州
立

公
園
と
し
て
い
つ
た
．
さ
ら
に
彼
は
二
世

と
共
に
、
州
立
公
園
の
シ
ス
テ
ム
化
と
管

理
組
織
づ
く
り
を
支
援
し
、
一九

一七
年

に
州
立
公
同
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
‐

公
園
候
補
地
調
査
を
請
け
負
っ
た
オ
ル
ム

ス
テ
ッ
ド
事
務
所
は
住
民
参
加
を
導
入

し
て
候
補
地
を
絞
り
、
一九

一八
年
末
□

に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
た
　
こ
の
よ
う

に
レ
ツ
ド
ウ
ツ
ド
樹
林
の
買
い
Ｌ
げ
と
州

立
公
日
化
は
進
ん
だ
が
、
国
立
公
園
が

設
置
さ
れ
た
の
は
一九
六
八
年
で
あ
っ
た
っ
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〓
可
レ
ツ
ド
ウ
ツ
ド
国
立
州
立
公
園

な
が
ら
、
親
子
の
標
識
が

一
つ
の
ト
レ

イ
ル
に
存
在
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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